
 

2018 年度の温室効果ガス排出量、前年度比 3.9%減の 12 億 4,000 万トン 

 

環境省と国立環境研究所は、今般、2018 年度の我が国の温室効果ガス排出量（確報値）を

とりまとめました。2018 年度の温室効果ガスの総排出量（注 2）は 12 億 4,000 万トン（二

酸化炭素（CO2）換算）で、前年度比 3.9%減（2013 年度比 12.0%減、2005 年度比 10.2%

減）でした。前年度からの減少要因としては、電力の低炭素化に伴う電力由来の CO2 排出

量の減少や、エネルギー消費量の減少（省エネ、暖冬等）により、エネルギー起源の CO2

排出量が減少したこと等が挙げられます。 

 

気候変動に関する国際連合枠組条約（以下「条約」という。）第４条及び第 12 条並びに関連

する締約国会議の決定に基づき、我が国を含む附属書Ⅰ国（いわゆる先進国）は、温室効果

ガスの排出・吸収量等の目録を作成し、条約事務局に提出することとされています。また、

条約の国内措置を定めた地球温暖化対策の推進に関する法律第７条において、政府は、毎年、

我が国における温室効果ガスの排出量及び吸収量を算定し、公表することとされています。 

 

   これらの規定に基づき、2018 年度の温室効果ガス排出量等を算定しました。 

 

 

図１ 日本の温室効果ガス排出量（2018 年度確報値） 

 

   2018 年度の我が国の温室効果ガスの総排出量は、12 億 4,000 万トン（CO2 換算。以下

同じ。）でした。 

 

   前年度の総排出量（12 億 9,100 万トン）及び 2013 年度の総排出量（14 億 1,000 万ト

ン）と 2018 年度の総排出量を比較すると、電力の低炭素化に伴う電力由来の CO2 排出量

の減少や、エネルギー消費量の減少（省エネ、暖冬等）により、エネルギー起源の CO2 排



出量が減少したこと等から、前年度比 3.9%（5,100 万トン）、2013 年度比 12.0%（1 億 7,000

万トン）減少しました。 

 

 

表１ 各温室効果ガスの排出量（2005 年度、2013 年度及び前年度との比較） 

 

   2005 年度の総排出量（13 億 8,200 万トン）と比べると、エネルギー消費量の減少（省

エネ等）により、エネルギー起源の CO2 排出量が減少したこと等から、10.2%（1 億 4,200

万トン）減少しました。 

 

   一方で、冷媒におけるオゾン層破壊物質からの代替に伴う、ハイドロフルオロカーボン

類（HFCs）の排出量は年々増加しています。 

 

   なお、2018 年度の京都議定書に基づく吸収源活動による吸収量（注３）は、5,590 万ト

ン（森林吸収源対策により 4,700 万トン、農地管理・牧草地管理・都市緑化活動により 880

万トン）でした。 

 



 

表２ 各部門のエネルギー起源二酸化炭素（CO2）排出量（電気・熱 配分後） 

 

 

日本語原文 https://www.nies.go.jp/whatsnew/20200414/20200414.html 
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